
 

 

               アルミ単体雨戸と敷居の取替え/中山 Ｓ様邸 
                 

築３０年、建坪４０坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、

築後１０年程経過の際に、外壁モルタルの塗装をされ、その後、約２０年間建物の外廻りの手入

れはまったくされておられなかったとのことでした。 

このため、戸袋廻りや雨戸の敷居も長年の風雨にさらされハガレや腐食も進み、朝晩の雨戸の開

け閉めにもかなり苦労され、どの様な方法で修理すれば良いかのご相談がありました。 

そして、どの様な状態かを見にお伺いしましたところ、サッシ雨戸の戸車がハズレたり壊れてい

て、雨戸を戸袋から引きずって出し入れしていたために、木製の敷居の溝をほとんど削り取った

状態でした。また、雨戸も旧式で重いタイプのために戸車も全て交換する必要がありました。 

そこで、お客様とご相談の上、老朽化した雨戸と腐食し傷んだ敷居を取り外し、軽量なアルミ単

体雨戸と新しい木材を加工・塗装した敷居に取り替えたことにより、今迄とは比較にならないほ

ど雨戸の開け閉めも楽になりました。 

そして、今回の修理により、もっと早く修理しておけば良かったとのお客様からの 

感想をいただきました。 

           こんにちは。エムエスホームの佐原です。 

           日頃、市川市内のお客様のお住まいや工事現場を車で巡回しておりま

すと、郊外のあちらこちらの木々も少しずつ色付いて、いつの間にか秋の深まりを感じられる

今日この頃です。現在、私共がお付き合いさせていただいているお客様は、中高年齢層の方々

が多く、それぞれに長年住み慣れたお住まいで快適に過されておられます。そして、多くのお

客様に少しでもお役に立てればとの主旨から、毎月、定期的に、住まいと生活の情報紙、「爽

風市川通心」をお届けさせていただいております。しかし、お客様もお留守にされていること

もあり、直接、お会いして話をさせていただける機会も多くはありません。幸いにも、数ヶ月

振りにお会いできて、ご主人や奥様の様子をお尋ねしますと、既に、他界されていたと云うこ

とをお聞きし、お元気な頃のお顔が思い出され、深い悲しみを感じることがここ数年多くなり

ました。しかし、故人亡き後、残されたご家族の皆様が、これからも思い出と愛着の 

あるお住まいで、いつまでも快適にお過ごしいただけることを願わずにおられません。 
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■暮らしのたより■     耐震診断結果と耐震基準について 

  耐震調査 

私共は、現在、木造住宅の耐震診断と補強工事を普及させるための全国組織、国土

交通大臣認可法人「日本木造住宅耐震補強事業者協同組合」（略称：木耐協）に加

入しております。 
このたび、同組合にて、平成１８年４月から平成２３年６月までの５年３ケ月間に

わたり実施した、一般戸建木造住宅の耐震調査と診断件数、１２，６３９件のうち、

実に９０．０５％に当る１１、３８１件が、現行の耐震基準を満たしていないこと

が明らかになりました。さらに、そのうち、昭和５６年以降に建てられた住宅につ

いても、８３．０１％の住宅が必要な耐震基準を満たしておりませんでした。 
なお、調査対象となった建物のうち、耐震補強を実施した建物の工事実施率は、約

１８％で平均施工金額は約１４９万円との調査結果でした。そこで、現在、国が掲

げている「住宅の長寿命化」のためには、この耐震性の確保を始めとして、住宅の

メンテナンスも欠かせることができませんので、日頃から、お住まいの不具合の箇

所をしっかりと確認され、把握しておくことが望まれます。 


